
地域医療介護総合確保基金について

○ 団塊の世代が後期高齢者となる２０２５年に向け、病床の機能分化・連携、在宅医療・介護の推進、医師・看護師等の医療従事者の
確保、地域包括ケアシステムの構築といった「医療・介護サービスの提供体制の改革」が急務の課題。

○ このため、医療法等の改正による制度面での対応に併せ、消費税増収分を財源として活用し、医療・介護サービスの提供体制改革
を推進するための新たな財政支援制度（地域医療介護総合確保基金）を創設（平成２６年度～）。

○ 各都道府県に消費税増収分を財源として活用した基金を創設し、各都道府県が作成した計画に基づき事業を実施。

１ 病床の機能分化・連携のために必要な事業
２ 在宅医療・介護サービスの充実のために必要な事業
３ 医療従事者等の確保・養成のための事業

４ 介護施設等の整備に関する事業
５ 介護従事者の確保に関する事業

１ 基金の対象事業

平成２６年度 ９０４億円 （医療分）
平成２７年度 ９０４億円 （医療分） ７２４億円 （介護分）
平成２７年度補正 １,５６１億円 （介護分）
平成２８年度 ９０４億円 （医療分） ７２４億円 （介護分）
平成２９年度 ９０４億円 （医療分） ７２４億円 （介護分）
平成３０年度 ９３４億円 （医療分） ７２４億円 （介護分）

◎負担割合：国 ２／３ 県 １／３ ※当初予算案

Ｈ３０年 ６～８月 事業募集
９月 事業者ヒアリング
１１～１２月 関係部署・財政当局協議

Ｈ３１年 ２～３月 各種会議
３～４月 厚生労働省ヒアリング（都道府県対象）
７月以降 厚生労働省からの交付金の内示

各事業実施主体への交付手続き・事業実施
※現時点の見込であり、今後変更の可能性あり。

（介護分）

（医療分）

４ 地域医療介護総合確保基金の仕組み

３ 当面のスケジュール（H31年度事業）

２ 国の予算額及び負担割合



１　病床の機能分化・連携のために必要な事業 202,916,000 67,485,060

　（１）医療提供体制の改革に向けた施設・設備の整備　等 202,916,000 67,485,060

5医療機関 3医療機関 148床 92床

41箇所 41箇所
H28：0件

→H29：14件
H29：14件

２　在宅医療・介護サービスの充実のために必要な事業 22,923,351 14,673,559

　（１）在宅医療を支える体制整備　等 18,810,351 12,490,856

各1回 各1回
H26 387人

 → H28 394人
H26：387人

→H28：421人

6圏域 6圏域
188ヵ所

（H29.7月）
190ヵ所

（H30.5月）

1回 1回

1回 1回
H26 387人

 → H28 394人
H26：387人

→H28：421人

12回 14回
H26：1,205人

→H28：1,229人

10回 7回
H27：31.25％

→16.85％以下
22.08%

6回開催 5回

3件 3件
H28：49.7％

→H29：64％以上

H28：83.3％
→H29：91％以上

1施設 1施設
H26：387人

→H30：399人

13

11

10

6

7

3,571,0005,357,000

63,914,060197,559,000

782,1501,069,000

1,622,0002,434,000

1,743,0002,618,000

2,891,6263,449,000

1,231,0001,231,000

186,000285,351

№ 事業名（基金計画） 実施主体 実施内容

アウトプット指標 アウトカム指標（達成状況）

事業の有効性 事業の効率性

平成29年度  大分県医療介護総合確保計画（医療分）に係る事後評価一覧

当初目標値 達成値 当初
事業終了後

1年以内

研修会（基礎、在宅ターミナルケ
ア）の開催

訪問看護ステーション看護師従事者数の
増加

在宅医療推進フォーラム開催回
数

多職種による圏域単位の在宅医
療推進会議の開催

在宅療養支援診療所届出数の増加

研修の受講回数
訪問看護ステーション看護師従事者数の
増加

在宅施設の看護師従事者数の増加研修の開催回数

2,071,0802,363,000

基金執行額
事業費
総   額
（円）

大分県

医療従事者や社会福祉施設向
けの研修会
結核患者の確実な内服による
治療完遂を支援するため服薬
手帳の作成

発見の遅れ

拠点の設備整備を通じて看護及
び事務業務の効率性向上を実
現

ｷｬﾋﾞﾈｯﾄでの情報整理、PCでの
患者記録整理、訪問医療用器具
での実践力向上など、訪問看護
の機能強化が図られた。

機能強化型を目指す訪問看護
ステーションの設備整備

ＮＰＯ法人　太
陽

共有する連携ツールは、会議録
などとしても活用できるようにし、
関係者の書類作成に係る作業
負担の軽減も考慮している。

適時適切な情報共有が促進され
ることにより、利用者の状態に
あった質の高い医療・介護サー
ビスを提供できる。

機能分化・連携による効率的な
医療提供体制を図ることができ
た。

回復期病床の整備を支援するこ
とで、地域医療構想の推進に寄
与できた。

病床機能分化・連
携推進基盤整備事
業

2

ネットワークに参加する医療機
関・介護事業等の施設数

ネットワークに登録した医療・介護サービ
ス利用者数

由布市内の医療介護連携が円
滑に行えるよう、患者・利用者の
情報を共有する連携ツールの作
成

由布地域包括
ケア推進協議
会

ＩＣＴを活用した地域
医療介護ネット
ワーク基盤の整備

4

対象医療機関数
29年度基金を活用して整備を行う回復期
の病床数地域医療構想の達成に向けた

急性期から回復期へ再編するた
めの施設設備整備等。

坂ノ市病院
中津市民病院
秋吉病院

制度や経営面での研修実施によ
り、中小規模ステーション管理者
の運営に対する意識の変化につ
ながった。

経営安定化に向けた管理者研
修

8
訪問看護ステー
ション管理者育成
事業

フォーラム開催により、各地域や
多職種による先行事例や好事例
を共有することにより、他の地域
においても研修会を実施するな
ど、効率的な取組が促進され
た。

医師、看護師等多職種による在
宅医療推進会議を開催したこと
により、顔がみえる関係が構築さ
れ、連携促進につながった。

基礎研修や在宅ターミナル研修
を実施することで訪問看護の質
の向上が図れた。

看護師の研修実績、ノウハウを
持っている大分県看護協会へ委
託して事業を実施することで、効
率化が図れた。

大分県

大分県看護協
会

関係者の広域的な連携体制の
構築を図る。
フォーラムの開催等で、在宅医
療サービスの向上を図る。

在宅医療連携広域
調整事業

看護師の研修実績、ノウハウを
持っている大分県看護協会へ委
託して事業を実施することで、効
率化が図れた。

プラチナナース生き
活きプロジェクト推
進事業

9

県全体において、精神科病院、
相談支援事業所への働きかけを
一括で実施したことにより、効率
的な執行ができた。

精神障がい者の地域移行を推
進するための病院と相談支援事
業所の連携体制の強化につな
がった。

地域移行専門員による精神科
病院と相談支援事業所のマッチ
ングなどによる退院支援。

大分県
精神障がい地域移
行・地域定着体制
整備事業

研修会を中核拠点病院と連携する
ことで、情報共有ができ、結核に対
する正しい知識の普及啓発を図れ
た。アウトカム指標の達成に向けて
は、県が開催するコホート検討会に
おいて、結核対策の評価や今後の
対策についての検討を行った。

医療従事者研修会は、各保健所に
集約して実施することで、講師の負
担軽減などが図れ、社会福祉施設
対象研修会は、県内各県域で開催
し、参加者の都合の良い会場で受
講可能とし、効率的な事業実施を図
れた。

看護師の研修実績、ノウハウを
持っている大分県看護協会へ委
託して事業を実施することで、効
率化が図れた。

退職看護師への研修とﾅｰｽｾﾝ
ﾀｰ機能を活用した求人・求職の
ﾏｯﾁﾝｸﾞにより在宅医療に従事す
る看護職確保につながった。

・退職看護師を対象とした在宅
医療研修
・求人側を対象とした研修
・求人・求職のマッチング等

大分県看護協
会

入院 1年時点の退院率

入院3ヶ月時点の退院率

社会福祉施設対象研修会

医療従事者研修会

相談件数

在宅医療関係者感
染症研修事業
(直接服薬確認
（DOTS）事業)

補助施設数
訪問看護ステーション看護師従事者数の
増加訪問看護ステー

ション整備事業

(1)訪問看護推進協議会
(2)訪問看護基礎研修
(3)在宅ターミナルケア研修

大分県看護協
会（委託）

訪問看護推進事業



№ 事業名（基金計画） 実施主体 実施内容

アウトプット指標 アウトカム指標（達成状況）

事業の有効性 事業の効率性

平成29年度  大分県医療介護総合確保計画（医療分）に係る事後評価一覧

当初目標値 達成値 当初
事業終了後

1年以内

基金執行額
事業費
総   額
（円）

30件 6件 H27：1名→2名
（最新データはH30

年度）

2圏域 2圏域
H26：387人

→H30：399人

H28：49.7％
→H29：64％以上

H28：83.3％
→H29：91％以上

　（２）在宅医療（歯科）を推進するために必要な事業　等 2,393,000 815,000

1回 1回
H28：92名

→H29：100名
H28：92名

→H29：97名

1団体 1団体
H27：14件/月

→H29：19件/月
H27：14件/月

→H29：16件/月

3回／年
延べ250名

3回／年
延べ154名

H28：40件
→H29：50件

H28：36件
→H29：60件

　（３）在宅医療（薬剤）を推進するために必要な事業　等 1,720,000 1,367,703

4回
4回（全体1回、

専門3回）
H28：0人

→H29：60人
H29：76人

60回以上 75回

15

14

20

19

18

17

17

226,000340,000

520,0001,313,000

1,367,7031,720,000

666,0001,001,000

778,0003,047,000

1,725,000

地域との顔の見える関係が構築
され、薬剤師に相談しやすい環
境が整備された

薬局等で薬剤師と相談等ができ
ていなかった患者が、十分にコ
ミュニケーションを取れ、適切な
服薬指導等が行われた。

在宅療養中の患者に対する薬
剤師の資質向上研修
地域の高齢者のためのお薬健
康相談会の実施

大分県

180,000328,000

409,000

看護学を専門とする大分県立看
護科学大学に委託して事業を実
施することで、効率化が図れた。

事例を収集・分析し、報告書を配
布することで、訪問看護における
特定行為に係る看護師の活用
の普及・啓発を図れた。

事例の収集、効果の分析をし、
結果を周知・啓発

県立看護科学
大学

研修会や会議により患者の支援
体制の強化ができている。

患者・家族向けの研修会や個別
支援会議により退院意欲の向上
を促進。
また、地域移行の推進に向けた
普及啓発として、スタッフ研修会
等を開催し、質の向上や、医療
機関からの押し出す力を強化。

入院患者本人や家族からの相
談に応じ必要な情報提供を行う
相談支援事業者等の招集支援

医療法人哲世
会
鶴見台病院

長期入院精神障が
い者退院促進事業

研修実施地域が看護師の職場
や生活拠点に近いことから、効
率的に実施出来た。

摂食・嚥下障害患者の看護、高齢
者のフィジカルアセスメント、看取り
とエンゼルケアにおいて、今後の実
践に活かすことができると答えた受
講者が8割程度

研修の場の少ない圏域での、在
宅看護分野の研修

大分県看護協
会

在宅領域の看護ケ
ア能力均てん化推
進事業

訪問看護ステーション看護師従事者数の
増加

研修の開催地区

入院3ヶ月時点の退院率

入院 1年時点の退院率

入院期間5年を超える入院患者のう
ち、退院した患者（退院後3ヶ月以内
に再入院した患者を除く。）の数

1年間で5％以
上減少
H29年度：3事例

1年間で5％以
上減少

在宅歯科診療用機材を在宅訪
問診療を行う医師会員に貸与

技術・連携レベル向上も見据
え、実地研修なども交えた実践
型の講話

医科・歯科・介護の
機能及び相互連携
強化研修事業

在宅歯科診療用機
材整備事業

訪問看護における
特定行為推進事業

検証した事例数
特定行為研修修了者の訪問看護への就
業者数

有病者の治療対策
と医科歯科連携研
修事業

共同での研修会を通じ、それぞ
れの課題の共有化や、顔の見え
る関係の醸成が図られた。

医科・歯科・介護の連携を意識し
た研修会で、在宅患者の様々な
ニーズと、それに対する治療方
法等を確認できた。

小型機器のため運搬が容易であ
り、歯科医師会が自会員へ機器
を貸し出すことで、効率的な運用
が可能となった。

通院不可となる高齢者の増加に
伴う、在宅訪問診療ニーズへの
対応として、在宅歯科診療体制
の強化が図れた。

県歯科医師会が実施したこと
で、県下全域の同様の課題に対
して、効率的に知識等の普及を
図ることができた。

増加する在宅療養患者の歯科
医療ニーズの把握と、それに対
する治療方法等を確認できた。

治療や診療の際の知識や技術
の習得研修

杵築市

杵築速見歯科
医師会

大分県歯科医
師会

研修会開催回数
有病者に対する治療や医科歯科連携の知識
や技術が向上した歯科医療従事者数

補助団体数 杵築速見地区での訪問歯科診療件数

訪問歯科件数医科歯科介護の連携研修

資質向上研修の実施回数
在宅医療において適切な服薬指導等を実施
するための知識・経験を有した薬剤師

地域服薬健康相談
事業

お薬健康相談会の実施回数



№ 事業名（基金計画） 実施主体 実施内容

アウトプット指標 アウトカム指標（達成状況）

事業の有効性 事業の効率性

平成29年度  大分県医療介護総合確保計画（医療分）に係る事後評価一覧

当初目標値 達成値 当初
事業終了後

1年以内

基金執行額
事業費
総   額
（円）

３　医療従事者等の確保・養成のための事業 1,425,897,157 460,477,333

　（１）医師の地域偏在対策のための事業　等 97,629,981 87,771,381

50名 53名
H28：7人

→H29：12人
12人

1件 1件

100% 93.3%

6回／月 計187回
100％(H28：52人

→H29：52人)
100％(H28：52人

→H29：52人)

28名 19名
H24～28：96.8%

→H25～29：90%以上
93.90%

　（２）診療科の偏在対策、医科・歯科連携のための事業　等 107,451,000 41,448,000

240名 198名
H27：85名

→H29：85名
H28：79名

→H29：79名

28施設 28施設
H27：9.5名

→H29：9.5名
H28：8.942名

→H29：8.938名

5回 4回
H28：20名

→H29：90名
29名

80名 54名
H27：28件

→H29：32件
H27：28件

→H29：29件

2回 1回
H28：3箇所

→H31：4箇所
H29：4箇所

1回 1回
H28：0名

→H29：2名
2名

21

34

32

17

30

28

25

24

28,652,00093,690,000

142,000

36,000557,000

230,000

12,163,00012,163,000

455,000811,000

45,265,98145,265,981

37,255,40041,864,000

5,250,00010,500,000

新生児医療担当
医・産科医等確保
支援事業

大分大学医学部と連携し、地域
医療支援センターを設置すること
で、地域医療体制の分析や医師
キャリア形成支援等を実施する
ことができた。

県内唯一の医療教育の実施機
関である大分大学に委託するこ
とで、効率化が図れた。

実施主体に対して実施要綱及び
実施要領に沿った申請事務の管
理を徹底した。

分娩手当の支給による処遇改善
を支援することで、地域における
産科医療体制を概ね確保でき
た。

分娩手当を支給する分娩取扱
機関に対して助成。
新生児科医師に対する手当の
助成。

県内産婦人科
等

分娩手当支給施設数

分娩手当支給者数

分娩1000件当たりの分娩取扱医療機関
勤務産婦人科医師数

手当支給施設の産科・産婦人科医師数

研修回数
救急・災害時に適切な医療処置が行える
医療従事者の確保

医師確保総合対策
事業（後期研修資金
貸与事業、小児科・
産婦人科等医師研
修支援事業）

県、県内医療
機関

後期研修資金貸与医師数　28名
直近5年間の研修資金貸与修了者の県
内定着率

①後期研修資金貸与事業
②小児科・産婦人科等医師研修
支援事業（診療技術修得のため
の国内外留学研修）

①地域医療支援ｾﾝﾀｰの運営
②地域医療研究研修ｾﾝﾀｰの運営
③地域医療対策協議会の運営
④へき地医療研修会の開催

大分県
地域医療支援セン
ター運営事業

地域枠卒業医師に対するキャリア形
成プログラム参加医師数の割合

キャリア形成プログラムの作成数

・医師派遣・あっせん数
臨床研修を修了した地域枠卒業医師の
県内医療機関への配置調整数

へき地公立病院における常勤医師数の
対前年度比

巡回指導回数

実施主体に対して実施要綱及び
実施要領に沿った申請事務の管
理を徹底した。

救急・災害医療に関する救命救
急研修コースを行うことができ
た。

救急災害に特化した救急教育
コースの開催

大分大学医学
部附属病院

救急・災害医療従
事者養成事業

県内のへき地公立病院（３病院）
に対する医師の診療技術向上
のための巡回指導や地域医療
の課題研究等

大学や地域中核病院等と連携す
ることで、事業実施の効率化が
図れた。

勤務医師の診療技術修得のた
めの研修支援とともに、後期研
修医への研修資金貸与で、医師
の県内定着を図ることができた。

へき地の公立病院を持つ3市と
大分大学が連携することにより
効率的な事業を遂行できた。

3病院への巡回指導により、診療
技術が向上。地域医療に関する
研究・研修会の実施により、現状
の問題点を明らかにできた。

へき地公立病院地
域医療確保研究事
業

へき地公立病
院地域医療・地
域包括ケア研
究協議会

医科・歯科・薬科共同での研修
会を通じ、それぞれの課題の共
有化や、顔の見える関係の醸成
が図られた。

3師会共同で研修会を実施したこ
とで、在宅患者の様々なニーズ
と、それに対する治療方法等を
確認できた。

在宅患者の歯科医療体制の向
上を図るための医科・歯科・薬
科共同研修会

杵築速見歯科
医師会

医科歯科薬科連携
推進研修会事業

県立看護科学大が補助事業とし
て実施することで、効率的かつ
効果的に研修を実施出来た。

胎児超音波診断ファントムを用
いた演習を行うことにより、産科
超音波検査の基礎の習得に役
だった。

助産師に対する超音波診断装
置の操作研修

県立看護科学
大学

助産師の超音波診
断能力強化研修事
業

研修会参加人数
杵築市及び日出町の歯科と医科・薬科と
の連携件数

研修の開催回数 助産師外来の設置数

大分大学医学部の指導医が結
核拠点病院の指導医と指導を行
い、研修期間内に、10人以上の
症例を経験することができた。

結核拠点病院での臨床研修で
結核に精通した医師の育成がで
き、県内医療機関で結核診療医
師の定着を図ることができた。

結核医療に関する指導医を確
保し、結核の臨床研修プログラ
ムの研究開発を実施。

大分大学医学
部（委託）

結核専門医育成等
推進事業

結核診療に詳しい呼吸器専門医結核医療に関する研修回数



№ 事業名（基金計画） 実施主体 実施内容

アウトプット指標 アウトカム指標（達成状況）

事業の有効性 事業の効率性

平成29年度  大分県医療介護総合確保計画（医療分）に係る事後評価一覧

当初目標値 達成値 当初
事業終了後

1年以内

基金執行額
事業費
総   額
（円）

　（３）女性医療従事者支援のための事業　等 11,385,200 7,410,000

1施設 1施設
H27：4名

→H29：5名
H29：5名

1施設 1施設
H28：16名

→H29：20名

1回 1回
H28：2人

→H29：5人
Ｈ29：2人

　（４）看護職員等の確保のための事業　等 1,121,272,320 235,689,296

35施設 39施設
H24：5.1%

→H30：5.1％未満
H24：5.1%

→H28：9.8%

4回 4回
H26：19,574人

→H30：20,161人
H26：19,574人

→H28：19,961人

各地区6回 延べ83回
H24：10.0%

→H29：9.6％
H24：10.0%
→H28：9.8%

1回 1回

9施設 9施設
H26：19,574人

→H30：20,161人
H26：19,574人

→H28：19,961人

1施設 1施設
H24：10.0%

→H29：9.6％
H24：10.0%
→H28：9.8%

10施設 18施設
H26：19,574人

→H30：20,161人
H26：19,574人

→H28：19,961人

5,000人 3,723人
H26：19,574人

→H30：20,161人
H26：19,574人

→H28：19,961人

10名 10名
H27：1名

→H29：2名
H29：4名

37

36

35

46

45

43

42

41

40

39

38

147,737,000868,077,000

7,860,0007,860,000

3,389,0003,389,000

1,054,0004,166,320

290,000880,000

333,000500,000

1,254,0002,149,200

5,823,0008,736,000

4,916,2967,125,000

13,795,00014,047,000

19,039,000116,169,000

保健所（部）単位で事業を実施す
ることで、事業の効率化が図れ
た。

ネットワーク推進会議の開催に
より、地域の医療機関と介護施
設等との連携強化が図れた。

看護師従事者数の増加

看護師従事者数の増加

看護師従事者数の増加

看護職員の離職率の低下

補助施設数

看護職員の離職率の低下

補助施設数

整備施設数

看護の地域ネットワークサミットの
開催数

看護の地域ネットワーク推進会議
の開催数

利用者数

研修参加者数 ＮＰコースからの県内就職者数の確保

短時間正規雇用を活用した女性医師確
保数

大分大学医学部附属病院における女性
医療従事者の復職者数

復職した歯科衛生士数
歯科衛生士復職支
援事業

女性医療人キャリ
ア支援システム整
備事業

大分大学医学
部附属病院

女性医療従事者のキャリアアッ
プや復帰に関わる知識や技術
習得のためのe-learningシステ
ムの導入・整備

復職支援セミナー開催回数

補助施設数

助成する医療機関数

大分医療セン
ター

ナースセンター相
談体制強化事業

看護師の研修実績、ノウハウを
持っている大分県看護協会へ委
託して事業を実施することで、効
率化が図れた。

研修の実施により、新人看護職
員の定着を図り、離職防止につ
ながった。

指導者の研修を実施すること
で、看護師養成の質の向上が図
れた。

看護師の研修実績、ノウハウを
持っている大分県看護協会へ委
託して事業を実施することで、効
率化が図れた。

(1)看護師等養成所の看護教員
の資質向上研修
(2)看護師等養成所の実習施設
における実習指導者研修

(1)新人看護職員への実地指導
者研修
(2)新人看護職員研修及び医療
機関受入研修

女性医師の出産・育児等と勤務
の両立を図るための短時間正
規雇用

新人看護職員研修実施機関数 新人看護職員の離職率の低下

研修の開催回数 看護師従事者数の増加

県内医療機関
短時間正規雇用支
援事業

復職希望者であるため、効率的に
職場復帰に導くことができ、また、復
職を経験した歯科衛生士からも的
確なアドバイスができた。

復職希望者に対して、セミナーに
て最新技術を伝えることで効果
的に復職へと結ぶことができた。

大分大学は、学内での男女共同
参画への取組の実績があること
から、効果的・効率的な取組がで
きた。

e-learningシステムを整備するこ
とで、女性医療従事者がキャリア
アップ及び復職しやすい環境を
整備した。

実施主体に対して実施要綱及び
実施要領に沿った申請事務の管
理を徹底した。

女性医師の出産・育児等と勤務
との両立支援への助成を行うこ
とで、ワークライフバランスの確
保が図られた。

休職中の歯科衛生士に対する、
復職支援のためのセミナーの開
催や、広報活動による周知

大分県歯科医
師会

看護師の研修実績、ノウハウを
持っている大分県看護協会へ委
託して事業を実施することで、効
率化が図れた。

認定看護管理者研修の受講の
促進により、看護管理者の質の
向上を図れた。

・看護の地域ネットワーク推進会
議の開催（各地区）
・看護の地域ネットワークサミッ
トの開催（全県）
・看護師対象の研修会の開催

大分県看護協
会（委託）、県
内医療機関

新人看護職員研修
事業

看護師の特定行為
研修体制整備事業

看護職員資質向上
推進事業

大分県看護協
会（委託）

県、大分市
看護の地域ネット
ワーク推進事業

看護師等養成所運
営等事業

看護管理者育成事
業

看護師勤務環境改
善施設整備事業

看護職員が働きやすく離職防止
につながる施設整備

相談員の増で、システム更新な
どの業務ができ、円滑に届出制
の導入が実施できた。また、ハ
ローワーク等との連携も行えた。

中小規模病院に勤務する看護
管理者等に対する知識･技術な
どの習得研修

県内医療機関

県立看護科学
大学

ＮＰコース（ナース・プラクティショ
ナー（診療看護師））での「特定
行為に係る看護師の研修」

大分県ﾅｰｽｾﾝﾀｰの相談体制を
強化するため相談員を増員し、
離職ﾅｰｽのﾅｰｽｾﾝﾀｰへの「届
出の努力義務」を推進

大分県看護協
会（委託）

入札手続きについて、県に準じ
た手法で行うことで、調達の効率
化が図られた。

仮眠室等の整備により、看護師
が働きやすくなり、離職防止につ
ながった。

看護師の養成施設を直接支援
することで、看護師確保の効率
化が図れる。

経営の安定化につながった。看護師等養成所の運営費補助
看護師等養成
所

ＮＰ教育を実施している県立看
護科学大学を支援することで、
事業の効率化を図れた。

特定行為の全区分を修得できる
看護科学大学のＮＰコースを支
援することで、技術の高い看護
師の養成が図れる。

看護職の就業実態を熟知する大
分県看護協会に委託することで
事業の効率化を図れた。



№ 事業名（基金計画） 実施主体 実施内容

アウトプット指標 アウトカム指標（達成状況）

事業の有効性 事業の効率性

平成29年度  大分県医療介護総合確保計画（医療分）に係る事後評価一覧

当初目標値 達成値 当初
事業終了後

1年以内

基金執行額
事業費
総   額
（円）

2回 2回
H28：63人

→H29：88人
H29：157人

1回 1回
H26：387人

→H30：399人
H26：387人

→H28：421人

1施設 1施設
H26：19,574人

→H30：20,161人
H26：19,574人

→H28：19,961人

　（５）医療従事者の勤務環境改善のための事業　等 88,158,656 88,158,656

2施設 0施設
H26：19,574人

→H30：20,161人
H26：19,574人

→H28：19,961人

4施設 4施設
H28：83.3％

→H29：83.3％
H28：83.3％

→H29：83.3％

1施設 1施設
H28：83.3％

→H29：83.3％
H28：83.3％

→H29：83.3％

365日 365日
H27：10,284件

→H29：11,826件
H29：13,010件

4病院 4病院 H29：50% H29：50%

H28：70名
→H29：80名

H28：70名
→H29：78名

H28：42件
→H29：50件

H28：42 件
→H29：112件

H28：100%
→H29：100%

H28:100%
→H29:100%

4,546,909,330 542,635,952

50

48

16

55

54

52

51

34,442,00093,664,000

1,145,0001,145,000

00

14,996,46214,996,462

42,628,00042,628,000

28,066,00028,066,000

2,022,0004,750,000

一部を日本医業経営コンサルタ
ント協会に委託することで、事業
の効率的かつ効果的な支援や
周知・広報等を行うことができ
た。

相談件数が増加し、勤務環境改
善に取り組む医療機関等に対し
て必要な支援を行うことができ
た。

補助施設数
小児の重症患者を受け入れる二次救急医療
体制が整備された小児医療圏の割合

小児救急医療電話相談実施日数 相談件数

センターの支援により勤務環境改
善計画を策定する医療機関数

支援介入による医療機関の改善等実施
率

相談のあった医療機関への支援
介入率

医療機関からの相談件数

看護師従事者数の増加

小児在宅医療実技講習会実施回
数

小児在宅患者に適切な医療処置が行え
る医療従事者の確保

研修の開催回数

補助実施施設数

訪問看護ステーション看護師従事者数の
増加

合　計

大分県医師会へ委託すること
で、医療機関の小児救急医療相
談事業のとりまとめの効率化を
図っている。

子どもを安心して産み育てられる
環境が整備できた。

小児救急医療に関する電話相
談に応じる体制整備

大分県医師会
（委託）

休日・夜間に小児重症患者を必
ず受け入れる病院に対する補
助（複数の二次医療圏）

大分県立病院

小児の重症患者を受け入れる二次救急医療
体制が整備された小児医療圏の割合

中部・豊肥小児医療圏の二次小児
救急患者を24時間受け入れるため
の体制整備であり、子どもを安心し
て産み育てられる環境ができた。

豊肥小児医療圏に近接している
中部小児医療圏の大分県立病
院が実施することで、事業実施
の効率化が図れている。

小児救急医療電話
相談事業

小児救急医療体制
整備事業
（子育て安心救急医
療拠点づくり事業）

53
補助施設数

医療従事者の離職防止や医療
行為の安全確保等を図るため
の勤務環境改善計画の策定・実
施・評価等を総合的に支援

大分県
医療勤務環境改善
支援センター運営
事業

セミナー参加者

2,468,1942,468,194

県内の小児患者等の在宅医療
支援体制を整備し、小児在宅メ
ディカルスタッフ養成講習会を開
催。

中津市民病院
小児在宅医療推進
システム構築事業

看護師養成所施設
設備整備事業

従事希望者又は従事初心者等
を対象にしたｅラーニングを活用
した講習会

大分県看護協
会（委託）

訪問看護師養成事
業

看護師の研修実績、ノウハウを
持っている大分県看護協会へ委
託して事業を実施することで、効
率化が図れた。

希望者や初心者が研修を受講
することで、訪問看護ステーショ
ンへの従事者数の増加につな
がった。

旧高校校舎を利用することで、
新築に比して大幅なコスト縮減を
実現した。

地域の休眠していた施設を再利
用することで、耐震基準を満たす
良好な学習環境を構築できた。

看護師等養成所の施設設備整
備

豊西准看護学
院

看護師従事者数の増加

中津市民病院に事務局を設置し
関係機関との連携を図ることに
より、より効率的な事業実施と
なった。

小児在宅患者に適切な医療処
置が行える医療従事者が増加
し、小児患者の在宅移行を支援
する体制整備につながった。

小児救急医療体制
整備事業
（小児救急医療支援
事業）

県内医療機関
休日・夜間に小児救急患者を受
け入れる病院群に対する補助
（二次医療圏）

病院内保育所運営
事業

市からの間接補助で、効率的に
小児医療機関への補助が行うこ
とができた。

休日・夜間の二次小児救急患者
の受入支援体制を整備すること
で、子どもを安心して産み育てら
れる環境ができた。

－－
子どもを持つ看護師等の医療従
事者確保のための、病院内保
育所に対する運営費

県内医療機関
補助実施施設数
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